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◀�松山市三番町にある研究所。2022（令和4）年3月
には新しい施設が東温市見奈良に完成する予定。

▲�
リアルタイムPCR装置で新型コロナウイルスの検査
をする衛生環境研究所職員。写真は検査の最後の
段階で、検体からウイルス遺伝子の抽出が終わってお
り感染する恐れはなくなっている。

（写真提供：衛生環境研究所）
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染
第
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愛媛県の新型コロナウイルスに対する
これまでの取り組みと今後の目標
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 感染拡大と医療崩壊を防ぐ 241億5,985万円　　　

県立衛生環境研究所や県立病院などに９台の全自動PCR検査装置を導入すると
ともに入院病床を確保

19億5,469万円　　　

● 検査を希望する妊産婦に対する分娩前PCR検査の実施 6,935万円　　　

重点医療機関における中等症患者の受入病床の確保 26億8,461万円　　　

● えひめクラスター対策班（専門家等による感染症対策専門チーム）の創設 3,733万円　　　

● 医療従事者や介護・障害福祉サービス従事者等への慰労金の給付 89億5,127万円　　　

● 医療機関等の感染症対策への支援 54億4,231万円　　　

● 各種福祉施設の感染症対策等への支援 48億4,888万円　など

 地域経済を立て直す 31億7,155万円　　　

⑴ 大胆な消費喚起策の実行と経営基盤の強化 6億8,045万円　　　

県民向けや県外観光客向けの宿泊旅行代金への割引支援（9.5万人泊追加） 5億3,411万円　　　

● 国の肉用牛肥育経営安定対策（牛マルキン）への県単独の上乗せ助成 2,169万円　など

⑵ 雇用・生活維持のための支援 24億9,110万円　　　

国の雇用調整助成金の支給上限額引き上げに伴う県独自助成の拡充 4,644万円　　　

生活福祉資金の特例措置による生活を維持するための貸付 22億7,400万円　　　

● ひとり親世帯に対する臨時特別給付金の支給 1億6,472万円　など

 新しい生活・ビジネス・文化のスタイルを実践する 12億3,252万円　　　

⑴ 新しい生活様式への転換促進 8億4,076万円　　　

● 新型コロナを前提とした中小企業者の非接触型ビジネス展開への支援 4億3,564万円　　　

事業者のための特別相談窓口（コールセンター）の運営継続 4,290万円　　　

● 公共交通機関と自転⾞の併用に向けたE-BIKEによる自転⾞通勤の促進 4,051万円　　　

● 配偶者暴⼒相談支援センターや警察業務における感染防止対策の強化 872万円　など

⑵ 学習支援の充実 3億9,176万円　　　

● 県立学校や専門学校への遠隔授業用ICT機器や換気対策用機器等の整備 1億9,600万円　　　

● 児童生徒の学習等支援員配置（県立・私立学校） 2,770万円　　　

● 開催中止となった⾼校総体や⾼校野球⼤会等の代替⼤会の運営支援 1,563万円　など

６月追加予算の主な事業 ●新規施策を含む、端数四捨五入

感染対策と社会経済活動再生に
6月補正予算19億、さらに286億円を追加
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【
県
公
安
委
員
】

　

曽
我
部
謙
一氏（
会
社
役
員
）を
再
任

4 

決
議

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
、医
療
従
事
者
や
地

域
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
人
た
ち
に
敬
意

と
感
謝
の
表
明
す
る
と
と
も
に
、差
別
や
偏

見
等
の
根
絶
を
目
指
し
て
取
り
組
む
決
議

を
し
ま
し
た
。

5 

意
見
書

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
３
月
末
に
失
効

す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に

代
わ
る
新
た
な
過
疎
法
の
制
定
や
、過
疎
地

域
の
安
定
的
な
財
源
確
保
に
つい
て
国
に
要

望
し
ま
し
た
。

6 

そ
の
他

　

空
港
施
設
整
備
事
業
や
か
ん
が
い
排
水
ほ

か
土
地
改
良
事
業
の
地
元
負
担
額
に
関
す

る
こ
と
に
つい
て
可
決
し
ま
し
た
。

7 

諮
問

　

県
教
育
委
員
会
が
懲
戒
免
職
し
た
元
小

学
校
教
諭
が
、退
職
手
当
の
全
額
不
支
給

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
令
和
２
年
６
月
）の
概
要

　
６
月
19
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の
19
日
間

の
会
期
で
、第
３
６
９
回
愛
媛
県
議
会
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
が
広
が
る
中
、販
売
不
振
と
な
っ

て
い
る
県
内
事
業
者
を
応
援
し
よ
う
と
、19

日
に
県
議
会
主
催
の
初
め
て
の
県
産
品
販

売
会
を
議
事
堂
で
開
催
。議
員
や
職
員
ら

で
、県
産
品
を
購
入
し
ま
し
た
。ま
た
、花か

卉き

の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
議
員
負
担

で
本
会
議
場
の
議
長
席
横
に
生
花
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

可
決
議
案
は
、条
例
６
、補
正
予
算
３
、

人
事
２
、決
議
１
、意
見
書
１
、そ
の
他
８
で

す
。そ
の
ほ
か
に
諮
問
１
件
と
６
件
の
報
告

事
項
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、被
ば
く
と
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
た
め
に
伊
方
原
発

の
廃
炉
を
求
め
る
な
ど
請
願
２
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

1 

条
例

　

議
会
初
日
に
７
月
の
議
員
報
酬
を
３
割

減
額
す
る
議
員
提
出
の
条
例
案
を
先
行
し

て
可
決
し
て
い
ま
す
。議
員
報
酬
の
減
額
は

総
額
１
，１
６
２
万
２
千
円
に
な
り
ま
す
。そ

の
ほ
か
県
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職

員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
な

ど
５
件
の
条
例
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

2 
補
正
予
算

　

当
初
に
上
程
さ
れ
た
一
般
会
計

１
３
９
億
９
，３
７
１
万
円
の
補
正
と
、国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立
を
受
け
て
、一

般
会
計
２
８
４
億
３
，８
１
０
万
円
、病
院

事
業
会
計
１
億
２
，５
８
２
万
円
の
追
加
補

正
が
あ
り
ま
し
た
。追

加
補
正
を
含
め
新
型
コ

ロ
ナ
関
連
予
算
は
今
回

３
０
４
億
７
，３
６
３
万

円
で
、累
計
約
７
９
４
億

円
に
な
り
ま
す
。追
加
補

正
の
主
な
事
業
は
３
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
以
外
の
予
算
】

▼
西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
と

　
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

１
１
７
億
２
，５
６
５
万
円

　

国
の
内
示
を
受
け
て
、西
日
本
豪
雨
災
害

への
対
応
を
は
じ
め
、農
業
基
盤
や
道
路
橋

り
ょ
う
の
長
寿
命
化
、砂
防
設
備
の
整
備
な

ど
防
災・減
災
対
策
を
追
加
実
施

▼
重
要
課
題
へ
の
対
応
強
化

３
億
５
，８
３
５
万
円

　

加
工
食
品
や
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向

け
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
注
１
）対
応
施
設
の
整
備

支
援
や
ア
コ
ヤ
ガ
イ
稚
貝
の
供
給
体
制
の
安

定
化
に
向
け
た
種
苗
生
産
施
設
改
修
支
援

な
ど

（
注
１
）Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）

　
　

�

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
食
品
の
製
造
工
程
に
お
け

る
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム

3 

人
事

【
副
知
事
】

　

神
野
一仁
副
知
事
が
７
月
末
で
退
任
。後

任
に
田
中
英
樹
氏（
前
経
済
労
働
部
長
60

歳
）を
選
任
。任
期
は
８
月
１
日
か
ら
４
年
間

花卉の消費拡大ＰＲのため
議長席の横に飾られた生花
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▼
５
月
下
旬
の
田
植
え

か
ら
約
１
か
月
。
弱
々

し
か
っ
た
苗
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
株
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
は
水
が
張
ら
れ
、

緑
色
の
苗
が
育
ち
美
し
い
景
色
で
す
が
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
耕
作
を
放
棄
し
た
荒

れ
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
コ
メ
は
畝（
注
２
）

１
俵
（
玄
米
60
㌔
）
で
き
る
と
豊
作
だ

と
言
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
農
家
の
収

入
は
、
一
反
（
注
２
）
で
13
万
円
ほ
ど

で
す
。
私
の
推
計
で
す
が
、昭
和
30
年
代
、

農
家
は
今
の
価
値
に
し
て
１
反
35
万
円

く
ら
い
の
収
入
は
得
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
実
質
６
割
以
上
の
減
収
で
す
。
戦

後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
農
地
解
放
で
日
本
全

土
が
小
規
模
農
地
と
な
っ
て
70
年
。
父

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
を
守
る
使
命

感
だ
け
で
は
、
農
業
を
続
け

ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。

▼
私
の
住
む
岩
谷
口
区
は
、

ミ
カ
ン
と
コ
メ
を
作
っ
て
き

た
農
業
集
落
で
す
が
、
ご
多

分
に
漏
れ
ず
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
か
ら
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
現

実
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の

が
、
私
の
一
つ
上
の
先
輩
、

日
野
大ひ
ろ

成し
げ

さ
ん
で
す
。
日
野

日
雑
日
感

さ
ん
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３

月
に
中
四
国
農
政
局
を
退
職
さ
れ
、
同

年
11
月
、
故
郷
砥
部
に
農
業
法
人
「
美

砥
里
（
み
ど
り
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
耕
作
農
地
を
徐
々
に
増
や
し
、
現

在
、
田
ん
ぼ
２
町
（
注
２
）、
樹
園
地
６

町
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
は

植
え
替
え
る
と
本
格
的
に
収
穫
で
き
る

の
は
５
～
６
年
先
。
そ
れ
か
ら
10
年
く

ら
い
利
益
が
出
る
で
し
ょ
う
か
。
コ
メ

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
価
格
が
低
迷
し

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
機
械
に
か
か
る
費
用
も
大
で
す
。

経
営
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
美
し
い
農

村
を
守
る
た
め
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

（
注
２
）�１
畝（
せ
）＝
約
１
㌃
、１
反（
た
ん
）＝
約
10
㌃
、

１
町（
ち
ょ
う
）＝
約
１
㌶

　

３
月
24
日
前
愛
媛
県
知
事
加
戸
守
行
氏

の
訃
報
が
県
内
に
流
れ
ま
し
た
。
氏
は

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
１
月
、
保
守
分

裂
の
激
し
い
選
挙
戦
を
制
し
て
、
知
事
に

初
当
選
。
就
任
と
同
時
に
定
例
記
者
会
見

を
復
活
さ
せ
、
記
者
と
の
一
問
一
答
を
そ

の
ま
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な

ど
、
閉
鎖
的
と
言
わ
れ
て
い
た
県
庁
に
新

し
い
風
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、「
平
成

の
大
合
併
」
を
後
押
し
、
県
下
70
市
町
村

は
20
市
町
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
０（
平

成
22
）
年
11
月
に
知
事
を
退
き
ま
す
が
、

そ
の
後
も
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
の

メ
ン
バ
ー
や
、
県
憲
法
改
正
国
民
投
票
連

絡
会
議
の
共
同
代
表
を
務
め
る
な
ど
精
力

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

謹
厳
実
直
な
表
情
の
一
方
で
、
宴
席

で
は
三
度
笠
に
し
ま
が
っ
ぱ
を
ま
と
っ

て
「
名
月
赤
城
山
」
を
熱
唱
す
る
ユ
ー
モ

ア
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
あ
り
ま
し
た
。
旧

砥
部
町
と
広
田
村
の
合
併
調
印
式
に
も
出

席
、
祝
賀
会
で
得
意
の
喉
を
披
露
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

信
じ
た
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
歩
み
、
自
分

の
考
え
を
は
っ
き
り
と
言
葉
に
出
す
方
で

し
た
。
処
世
訓
は
「
自
ら
省
み
て
心
に
恥

ず
る
と
こ
ろ
な
か
り
し
か
」。
一
点
の
曇
り

も
な
く
「
愛
媛
県
を
駆
け
抜
け
た
」
と
い
っ

た
感
が
あ
り
ま
す
。３
月
21
日
死
去
。85
歳
。

処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
審
査
請
求
に
つ

い
て
諮
問
が
あ
り
、請
求
を
棄
却
す
べ
き
と

し
ま
し
た
。

8 

報
告

▼�一
般
会
計
ほ
か
２
会
計
の
令
和
元
年
度
予

算
の
繰
越
及
び
事
故
繰
越

▼
第
５
次
県
障
が
い
者
計
画
の
策
定

▼�

令
和
元
年
度
県
有
林
経
営
事
業
特
別
会

計
の
歳
入
不
足
額
の
繰
上
充
用（
22
億
２
，

６
５
３
万
円
）に
伴
う
専
決
補
正

事務所の前で日野大成さん（右）と。

加
戸
守
行
前
知
事

追
悼

（写真提供／加戸道子様）
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愛媛県議会議員

松下 行吉  まつした  ゆきよし

〒791-2141　愛媛県伊予郡砥部町岩谷口 135
TEL 089-969-3605　FAX 089-969-3606
Email：matsushita31@iyo.ne.jp
http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/

晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

昨
年
11
月
末
に
中
国
の
武
漢
市
で
発
生
が
確
認
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。
残
念
で
す
が
、
現
状
で
は
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
を
確
実
に

防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
も
治
療
薬
も
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
へ
の
影

響
が
広
が
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
百
年
前
に
世
界
で
大
流
行
し

た
ス
ペ
イ
ン
風
邪（
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）に
つ
い
て

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６（
平
成
18
）年
２
月
に
発
刊
さ
れ
た
こ
の
本
は
、

日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
を
研
究
し
た
は
じ

め
て
の
単
行
本
で
す
。
本
書
に
よ
る
と
日
本
に
は
、
第
一
波

の「
春
の
先
触
れ
」（
１
９
１
８（
大
正
７
）年
５
月
頃
か
ら

７
月
頃
ま
で
）
と
、
第
二
波
「
前
流
行
」（
１
９
１
８
年
秋

か
ら
翌
年
五
月
頃
ま
で
）、第
三
波
「
後
流
行
」（
１
９
１
９

年
暮
か
ら
翌
年
五
月
頃
ま
で
）の
三
つ
の
流
行
の
波
が
襲

来
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
著
者
の
調
査
と
推
計
に
よ
れ
ば
、

こ
の
間
に
国
内
で
45
万
人
超
の
死
亡
者
が
出
ま
し
た
。
愛

媛
県
内
で
も
、７
９
１
７
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、１
９
１
８
年
３
月
ア
メ
リ

カ
・
カ
ン
ザ
ス
地
方
の
兵
舎
で
発
生
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ
な
か
ア
メ
リ

カ
の
参
戦
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
広
が
り
、

や
が
て
世
界
中
に
広
が
り
ま
す
。
最
初
ヨ
ー
ロッ

パ
各
国
に
広
が
っ
た
訳
で
す
が
、
中
立
国
で
あ
っ

た
ス
ペ
イ
ン
の
情
報
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
当

時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
何
で
も
悪
い
こ
と
は
ス
ペ
イ
ン

の
せ
い
に
す
る
悪
弊
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
ス
ペ
イ

ン
風
邪
」
と
呼
ば
れ
始
め
た
よ
う
で
、ス
ペ
イ
ン

国
民
に
と
っ
て
は
何
と
も
迷
惑
な
話
で
す
。
世

界
全
体
で
２
０
０
０
万
～
４
５
０
０
万
人
の
死
者
が
出
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
を
検
証
し
た
著
書
は

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
非
常
に
少
な
い
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
死
者
は
約
１
０
０
０
万
人

で
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
一
波
は
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、

完
全
に
封
じ
込
め
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
第
二
波

の
兆
候
も
み
ら
れ
、
感
染
予
防
と
社
会
経
済
活
動
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
模
索
が
続
き
ま
す
。
著

者
は
、
本
の
最
後
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
疫
病
の
大

流
行
に
際
し
て
は
、
医
学
上
は
も
ち
ろ
ん
の
、
嵐
の
も
と
で

の
市
民
生
活
の
維
持
に
、
何
が
最
も
不
可
欠
か
を
見
定
め

る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。（
中
略
）
人
類
と
ウ
ィ
ル

ス
、
と
く
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
ィ
ル
ス
と
の
戦
い
は
両
者

が
存
在
す
る
限
り
永
久
に
繰
り
返
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」

と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
今
を
言
い
当
て
た
言
葉
で
す
。

『日本を襲った
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